
(57)【要約】

【課題】本発明は、新規の改善された破砕ハンマと、破

砕ハンマを固定する固定要素、側板および保護ケーシン

グとを提供することを目的とする。

【解決手段】本発明は破砕ハンマと、破砕ハンマ用固定

要素、側板および保護ケーシングとに関する。破砕ハン

マ（1）は少なくとも２つの代替固定手段を含み、代替

固定手段によって自身を作業機のブーム（3）へ固定す

ることができる。固定は、フランジ取付け用の平面（22

）およびピン取付部用の開口部（25）を装備した別個の

固定要素（15）により行なうことができる。固定手段を

側板（37、38）へ作ることもでき、側板の間に破砕ハン

マが配設される。固定手段をさらに保護ケーシングと一

体化することができる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 破 砕 装 置 へ 連 結 可 能 な 工 具 に 対 し て 衝 撃 パ ル ス を 発 生 す る よ う に 配 設 さ れ た 衝 撃 装 置 と
、 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 へ 固 定 す る 該 破 砕 ハ ン マ の 上 部 の 固 定 手 段 と を 含 む 、 上 部 お よ び 底
部 を 有 す る 細 長 い 部 品 で あ る 破 砕 ハ ン マ に お い て 、
　 該 破 砕 ハ ン マ は 、 自 身 を 作 業 機 へ 固 定 す る 少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定 手 段 を 含 み 、
　 該 破 砕 ハ ン マ の 上 部 は 少 な く と も １ つ の 平 面 を 含 み 、 該 平 面 に 対 し て 、 前 記 作 業 機 に 属
す る フ ラ ン ジ は 、 該 破 砕 ハ ン マ と 該 作 業 機 と の 間 に フ ラ ン ジ 取 付 部 を 形 成 す る よ う に 配 設
可 能 で あ り 、
　 該 破 砕 ハ ン マ の 上 部 は 少 な く と も １ つ の 開 口 部 を 含 み 、 こ れ に 対 し て 連 結 ピ ン を 配 設 可
能 に し て 、 該 破 砕 ハ ン マ と 前 記 作 業 機 と の 間 に 代 替 ピ ン 連 結 部 を 作 る よ う に し て い る こ と
を 特 徴 と す る 破 砕 ハ ン マ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 破 砕 ハ ン マ に お い て 、 前 記 固 定 手 段 は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 突 出
部 お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 突 出 部 を 有 し 、 こ れ ら は 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 設 さ れ 、
　 該 第 １ の 突 出 部 お よ び 該 第 ２ の 突 出 部 は こ れ ら の 間 に 実 質 的 に 空 の 空 間 を 有 し 、
　 該 突 出 部 の 最 先 端 の 部 品 は 、 該 破 砕 ハ ン マ と 前 記 作 業 機 と の 間 の フ ラ ン ジ 取 付 部 の た め
の 平 面 を 有 し 、
　 該 突 出 部 の そ れ ぞ れ は 少 な く と も １ つ の 第 １ の 横 開 口 部 を 含 み 、 該 開 口 部 を 介 し て 連 結
ピ ン が 、 該 破 砕 ハ ン マ と 前 記 作 業 機 と の 間 の ピ ン 取 付 部 の た め に 配 設 可 能 で あ る こ と を 特
徴 と す る 破 砕 ハ ン マ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 破 砕 ハ ン マ に お い て 、 前 記 連 結 ピ ン お よ び 前 記 第 １ の 開 口 部
は 、 関 節 を 形 成 す る よ う に 配 設 さ れ 、
　 前 記 固 定 手 段 は 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 横 開 口 部 を 含 み 、 該 開 口 部 を 通 し て 回 転 ピ ン
が 配 設 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 作 業 機 械 に 属 し て い る 回 転 装 置 を 、 該 回 転 ピ ン を
介 し て 配 設 し て 、 前 記 連 結 ピ ン に 関 し て 前 記 破 砕 装 置 を 回 転 さ せ る よ う に し て い る こ と を
特 徴 と す る 破 砕 ハ ン マ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 破 砕 ハ ン マ に お い て 、 前 記 固 定 手 段 は 、 該 破 砕
ハ ン マ の 構 造 へ 一 体 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 破 砕 ハ ン マ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 破 砕 ハ ン マ に お い て 、 該 破 砕 ハ ン マ は 、 別 個 の
固 定 要 素 に よ っ て 前 記 作 業 機 の ブ ー ム の 最 先 端 部 へ 固 定 さ れ 、
　 該 固 定 要 素 は 、 該 破 砕 ハ ン マ を 前 記 作 業 機 へ 固 定 す る 少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定 手 段 を
有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 破 砕 ハ ン マ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 破 砕 ハ ン マ に お い て 、 該 破 砕 ハ ン マ は 、 少 な く
と も １ つ の 第 １ の 側 板 と 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 側 板 と の 間 に 配 設 さ れ 、
　 少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定 手 段 が 該 側 板 の 上 部 に 形 成 さ れ て 、 該 破 砕 ハ ン マ を 前 記 作 業
機 械 へ 固 定 す る よ う に し て い る こ と を 特 徴 と す る 破 砕 ハ ン マ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 破 砕 ハ ン マ が 少 な く と も 衝 撃 装 置 を 含 み 、 該 衝 撃 装 置 は 、 該 破 砕 装 置 へ 連 結 可 能 な 工 具
に 対 し て 衝 撃 パ ル ス を 発 生 す る よ う に 配 設 さ れ て お り 、 前 記 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 の ブ ー ム
の 最 先 端 部 へ 固 定 す る 手 段 を 含 む 破 砕 ハ ン マ の 固 定 要 素 に お い て 、 該 固 定 要 素 は 、
　 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 設 さ れ た 少 な く と も １ つ の 第 １ の 突 出 部 お よ び 少 な く と も １ つ の
第 ２ の 突 出 部 を 含 み 、 そ れ に よ っ て 該 第 １ の 突 出 部 と 該 第 ２ の 突 出 部 と の 間 に 実 質 的 に 空
の 空 間 が あ り 、
　 少 な く と も １ 組 の 平 面 を 前 記 突 出 部 の 最 先 端 部 に 含 み 、 該 平 面 は 、 前 記 破 砕 ハ ン マ と 前
記 作 業 機 と の 間 の フ ラ ン ジ 取 付 部 の た め の 手 段 を 形 成 し 、
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　 前 記 第 １ の 突 出 部 お よ び 前 記 第 ２ の 突 出 部 に あ る 少 な く と も １ つ の 第 １ の 横 開 口 部 を 含
み 、 そ れ に よ っ て 、 連 結 ピ ン が 、 前 記 破 砕 ハ ン マ と 前 記 作 業 機 と の 間 の ピ ン 取 付 部 の た め
に 該 開 口 部 を 介 し て 配 設 可 能 で あ り 、
　 さ ら に フ ラ ン ジ を 含 み 、 該 フ ラ ン ジ に 対 し て 前 記 破 砕 ハ ン マ の 上 部 の 取 付 け 面 が 配 設 可
能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 破 砕 ハ ン マ の 固 定 要 素 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 固 定 要 素 に お い て 、 前 記 第 １ の 突 出 部 お よ び 前 記 第 ２ の 突 出 部 の 両 方
が 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 横 開 口 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 固 定 要 素 。
【 請 求 項 ９ 】
　 破 砕 ハ ン マ が 少 な く と も 衝 撃 装 置 を 含 み 、 該 衝 撃 装 置 は 、 破 砕 装 置 へ 連 結 可 能 な 工 具 に
対 し て 衝 撃 パ ル ス を 発 生 す る よ う に 配 設 さ れ 、 前 記 破 砕 ハ ン マ は 細 長 い 部 品 で あ り 、 該 部
品 は 、 上 部 と 、 底 部 と 、 複 数 の 側 面 と を 含 み 、 前 記 破 砕 ハ ン マ は 側 板 を 含 み 、 該 側 板 は 細
長 い 板 状 部 品 で あ り 、 該 部 品 は 、 該 破 砕 ハ ン マ の 少 な く と も １ つ の 側 面 に 対 し て 配 設 可 能
で あ る 破 砕 ハ ン マ の 側 板 に お い て 、
　 該 側 板 の 上 部 は 、 前 記 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 へ 固 定 す る た め の 少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定
手 段 を 有 し 、
　 該 側 板 の 上 部 は 少 な く と も １ つ の 平 面 を 含 み 、 該 平 面 に 対 し て 、 前 記 作 業 機 に 属 し て い
る フ ラ ン ジ が 、 前 記 破 砕 ハ ン マ と 該 作 業 機 と の 間 に フ ラ ン ジ 取 付 部 を 形 成 す る よ う に 配 設
可 能 で あ り 、
　 該 側 板 の 上 部 が 少 な く と も １ つ の 開 口 部 を 含 み 、 該 開 口 部 に 対 し て 連 結 ピ ン を 、 前 記 破
砕 ハ ン マ と 前 記 作 業 機 と の 間 に 代 替 ピ ン 取 付 部 を 形 成 す る よ う に 配 設 で き る こ と を 特 徴 と
す る 破 砕 ハ ン マ の 側 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 破 砕 ハ ン マ が 少 な く と も 衝 撃 装 置 を 含 み 、 該 衝 撃 装 置 は 、 破 砕 装 置 へ 連 結 可 能 な 工 具 に
対 し て 衝 撃 パ ル ス を 発 生 す る よ う に 配 設 さ れ て お り 、 該 破 砕 ハ ン マ は 、 保 護 ケ ー シ ン グ を
含 み 、 該 保 護 ケ ー シ ン グ は 、 前 記 衝 撃 装 置 を 配 設 で き る 空 間 を 画 成 す る よ う に 配 設 さ れ 、
作 業 機 へ 該 保 護 ケ ー シ ン グ を 固 定 す る 固 定 手 段 を 含 む 破 砕 ハ ン マ の 保 護 ケ ー シ ン グ に お い
て 、
　 該 保 護 ケ ー シ ン グ は 少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定 手 段 を 含 み 、 該 代 替 固 定 手 段 に よ っ て 該
保 護 ケ ー シ ン グ を 上 記 作 業 機 へ 固 定 可 能 で あ り 、
　 該 保 護 ケ ー シ ン グ は 少 な く と も １ つ の 平 面 を 有 し 、 該 平 面 に 対 し て 、 前 記 作 業 機 に 属 す
る フ ラ ン ジ を 、 前 記 破 砕 ハ ン マ と 前 記 作 業 機 と の 間 に フ ラ ン ジ 取 付 部 を 形 成 す る よ う に 配
設 可 能 で あ り 、
　 該 保 護 ケ ー シ ン グ は 少 な く と も １ つ の 開 口 部 を 含 み 、 該 開 口 部 に 対 し て 連 結 ピ ン を 、 前
記 破 砕 ハ ン マ と 前 記 作 業 機 と の 間 に 代 替 ピ ン 取 付 部 を 形 成 す る よ う に 配 設 で き る こ と を 特
徴 と す る 破 砕 ハ ン マ の 保 護 ケ ー シ ン グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 部 お よ び 底 部 を 有 す る 細 長 い 部 品 で あ る 破 砕 ハ ン マ に 関 す る も の で あ り 、
破 砕 ハ ン マ は 、 破 砕 装 置 へ 連 結 可 能 な 工 具 に 対 し て 衝 撃 パ ル ス を 発 生 す る よ う に 配 設 し た
衝 撃 装 置 と 、 破 砕 ハ ン マ の 上 部 で 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 へ 固 定 す る 固 定 手 段 と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は さ ら に 、 破 砕 ハ ン マ の 固 定 要 素 に 関 す る も の で あ り 、 破 砕 ハ ン マ は 、 破 砕 装 置
へ 連 結 可 能 な 工 具 に 対 し て 衝 撃 パ ル ス を 発 生 す る よ う に 配 設 し た 衝 撃 装 置 を 少 な く と も 含
み 、 固 定 要 素 は 、 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 の ブ ー ム の 最 先 端 部 へ 固 定 す る 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 破 砕 ハ ン マ の 側 板 に 関 す る も の で あ り 、 破 砕 ハ ン マ は 少 な く と も 、 破
砕 装 置 へ 連 結 可 能 な 工 具 に 対 し て 衝 撃 パ ル ス を 発 生 す る よ う に 配 設 し た 衝 撃 装 置 を 有 し 、
破 砕 ハ ン マ は 、 上 部 お よ び 底 部 、 さ ら に は 複 数 の 側 面 を 含 む 細 長 い 部 品 で あ り 、 側 板 は 、
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破 砕 ハ ン マ の 少 な く と も 一 つ の 側 面 に 対 し て 配 設 可 能 な 細 長 い 板 状 部 品 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 破 砕 ハ ン マ の 保 護 ケ ー シ ン グ に 関 す る も の で あ り 、 破 砕 ハ ン マ は 、 破
砕 装 置 へ 連 結 可 能 な 工 具 に 対 し て 衝 撃 パ ル ス を 発 生 す る よ う に 配 設 し た 衝 撃 装 置 を 少 な く
と も 含 み 、 保 護 ケ ー シ ン グ は 、 衝 撃 装 置 が 配 設 可 能 な 空 間 を 画 成 す る よ う に 配 設 さ れ 、 か
つ 保 護 ケ ー シ ン グ を 作 業 機 へ 固 定 す る 固 定 手 段 を 含 む 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 破 砕 ハ ン マ は 、 岩 石 、 コ ン ク リ ー ト 、 も し く は 他 の 比 較 的 硬 い 材 料 を 破 砕 す る と き に 、
掘 削 機 も し く は 他 の 作 業 機 の 補 助 装 置 と し て 用 い ら れ る 。 破 砕 ハ ン マ は 衝 撃 装 置 を 有 し 、
衝 撃 装 置 が 、 破 砕 ハ ン マ へ 固 定 さ れ て い る 工 具 を 打 撃 し 、 こ れ に よ り 衝 撃 を 、 破 砕 す べ き
材 料 へ 伝 達 す る 。 衝 撃 装 置 は 一 般 に 液 圧 式 で あ り 、 衝 撃 ピ ス ト ン を 有 し 、 衝 撃 ピ ス ト ン が
、 液 圧 に よ っ て 往 復 運 動 を 生 じ さ せ 、 工 具 の 上 部 端 部 の 衝 撃 面 を 打 撃 す る 。 衝 撃 ピ ス ト ン
が 打 撃 を 行 な う と 、 工 具 は 、 破 砕 す べ き 材 料 に 対 し て 押 し 付 け ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 衝 撃
と 押 し 付 け の た め 工 具 が 、 処 理 す べ き 材 料 を 貫 通 し 、 そ れ を 破 砕 す る 。 破 砕 ハ ン マ は 、 自
身 を 作 業 機 の ブ ー ム へ 固 定 す る 固 定 手 段 を 装 備 し て い る 。 し か し 、 さ ま ざ ま な 種 類 の ブ ー
ム が あ る と 考 え ら れ 、 そ れ ら が 、 補 助 装 置 固 定 用 の さ ま ざ ま な 種 類 の 手 段 を 装 備 し て い る
と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 破 砕 ハ ン マ が 当 該 ブ ー ム に 適 し た 固 定 要 素 を 装 備 す る 必 要 が
あ る 。 こ れ は 困 難 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 そ の 場 合 、 破 砕 ハ ン マ を さ ま ざ ま な 固 定 要 素 と と
も に 製 造 す る 必 要 が あ り 、 こ れ が 当 然 の こ と と し て 製 造 費 用 を 上 昇 さ せ る か ら で あ る 。 他
の 欠 点 は 、 破 砕 ハ ン マ は 、 当 該 固 定 方 式 を 採 用 し て い る 作 業 機 に お い て の 使 用 に し か 適 さ
な い こ と で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 新 規 の 改 善 さ れ た 破 砕 ハ ン マ と 、 破 砕 ハ ン マ を 固 定 す る 固 定 要 素 、 側 板 お よ
び 保 護 ケ ー シ ン グ と を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 破 砕 ハ ン マ は 、 破 砕 ハ ン マ が 、 自 身 を 作 業 機 へ 固 定 す る 少 な く と も ２ つ の 代 替
固 定 手 段 を 含 み 、 破 砕 ハ ン マ の 上 部 は 少 な く と も １ つ の 平 面 を 含 み 、 平 面 に 対 し て 、 作 業
機 に 付 属 す る フ ラ ン ジ が 配 設 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 に フ ラ ン
ジ 取 付 部 を 作 る よ う に し て お り 、 破 砕 ハ ン マ の 上 部 は 少 な く と も １ つ の 開 口 部 を 含 み 、 開
口 部 に 対 し て 連 結 ピ ン が 配 設 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 に 代 替 ピ
ン 連 結 部 を 作 る よ う に し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 固 定 要 素 は 、 以 下 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 固 定 要 素 は 、 少 な く と
も １ つ の 第 １ の 突 出 部 お よ び 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 突 出 部 を 含 み 、 第 １ の 突 出 部 と 第 ２
の 突 出 部 と の 間 に あ る 実 質 的 に 空 の 空 間 に よ っ て 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 設 さ れ 、 さ ら に 、
こ れ ら の 突 出 部 の 最 先 端 部 に 少 な く と も １ 組 の 平 面 を 含 み 、 こ れ ら の 平 面 が 破 砕 ハ ン マ と
作 業 機 と の 間 の フ ラ ン ジ 取 付 部 の た め の 手 段 を 作 り 、 第 １ の 突 出 部 お よ び 第 ２ の 突 出 部 に
少 な く と も １ つ の 第 １ の 横 開 口 部 を 含 み 、 そ れ に よ っ て 連 結 ピ ン が 、 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機
と の 間 の ピ ン 取 付 部 用 の こ れ ら の 開 口 部 を 介 し て 配 設 可 能 で あ り 、 さ ら に フ ラ ン ジ を 含 み
、 フ ラ ン ジ に 対 し て 、 破 砕 ハ ン マ の 上 部 の 取 付 面 を 配 設 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 側 板 は 、 側 板 が そ の 上 部 に 、 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 へ 固 定 す る 少 な く と も ２ つ の
代 替 固 定 手 段 を 含 み 、 側 板 の 上 部 が 少 な く と も １ つ の 平 面 を 有 し 、 こ れ に 対 し て 、 作 業 機
に 属 し て い る フ ラ ン ジ が 配 設 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 に フ ラ ン
ジ 取 付 部 を 作 る よ う に し て お り 、 さ ら に 側 板 の 上 部 が 少 な く と も １ つ の 開 口 部 を 有 し 、 こ
れ に 対 し て 連 結 ピ ン が 配 設 可 能 で あ り 、 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 に 代 替 ピ ン 取 付 部 を 作
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る よ う に し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 保 護 ケ ー シ ン グ は 、 保 護 ケ ー シ ン グ が 、 自 身 を 作 業 機 へ 固 定 す る 少 な く と も ２
つ の 代 替 固 定 手 段 を 含 み 、 保 護 ケ ー シ ン グ が 少 な く と も １ つ の 平 面 を 有 し 、 こ れ に 対 し て
、 作 業 機 に 属 す る フ ラ ン ジ が 配 設 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 に フ
ラ ン ジ 取 付 部 を 形 成 す る よ う に し て お り 、 さ ら に 保 護 ケ ー シ ン グ が 少 な く と も １ つ の 開 口
部 を 含 み 、 こ れ に 対 し て 連 結 ピ ン を 配 設 可 能 に し て 、 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 に 代 替 ピ
ン 取 付 部 を 形 成 す る よ う に し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 本 質 的 概 念 は 、 破 砕 ハ ン マ が 少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定 シ ス テ ム を 装 備 し て い
る こ と に あ る 。 破 砕 ハ ン マ の 上 部 が 少 な く と も １ つ の 平 面 を 有 し 、 こ れ に 対 し て 、 作 業 機
の ブ ー ム も し く は 同 様 な も の の 固 定 用 フ ラ ン ジ を 配 設 可 能 に し て い る 。 こ れ に よ っ て 破 砕
ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 に フ ラ ン ジ 取 付 部 が 与 え ら れ る 。 破 砕 ハ ン マ の 上 部 は さ ら に 少 な く
と も １ つ の 開 口 部 を 有 し 、 こ れ に 対 し て 連 結 ピ ン を 配 設 し て 、 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 の ブ ー
ム も し く は 同 等 の も の へ 固 定 す る こ と が で き る よ う に し て い る 。 こ れ に よ っ て ピ ン 取 付 部
を 作 っ て い る 。 こ の よ う に し て 、 破 砕 ハ ン マ に 少 な く と も フ ラ ン ジ 取 付 部 用 お よ び ピ ン 取
付 部 用 の 代 替 手 段 を 装 備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 の 破 砕 ハ ン マ を ２ つ 以 上 の 代 替 方 法 で 作 業 機 へ 固 定 す る こ と が で き る
の で 、 も は や さ ま ざ ま な 固 定 シ ス テ ム を 装 備 し た 破 砕 ハ ン マ を 製 造 す る 必 要 が な い 、 と い
う 利 点 を 生 じ て い る 。 こ れ に よ っ て 製 造 費 用 を 削 減 す る こ と が で き る 。 加 え て 、 必 要 な 場
合 、 同 一 の 破 砕 ハ ン マ を 、 さ ま ざ ま な 固 定 シ ス テ ム を 装 備 し た 作 業 機 へ 固 定 す る こ と が で
き 、 そ れ に よ っ て 破 砕 ハ ン マ を 以 前 よ り も 柔 軟 に 、 効 率 的 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 の 本 質 的 な 概 念 は 、 固 定 手 段 が 少 な く と も 第 １ の 突 出 部 お よ び 少 な く
と も 第 ２ の 突 出 部 を 有 し 、 こ れ ら の 突 出 部 は 、 こ れ ら の 突 出 部 間 に あ る 実 質 的 に 空 の 空 間
に よ っ て 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 設 さ れ 、 こ れ に 対 し て 、 必 要 な 場 合 、 ブ ー ム も し く は そ れ
と 同 様 な も の の 端 部 を 配 設 で き る こ と に あ る 。 こ れ ら の 突 出 部 の 最 先 端 部 は さ ら に 平 面 を
有 し 、 平 面 を 、 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 の フ ラ ン ジ 取 付 部 で 利 用 す る こ と が で き る 。 作
業 機 が 、 フ ラ ン ジ 取 付 け 用 の 固 定 フ ラ ン ジ も し く は 他 の 固 定 要 素 を 有 し て も よ い 。 い ず れ
の 突 出 部 も 少 な く と も １ つ の 横 開 口 部 を 装 備 し て お り 、 そ れ を 介 し て 連 結 ピ ン を 配 設 し て
、 破 砕 ハ ン マ と 作 業 機 と の 間 に ピ ン 取 付 部 を 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 の 本 質 的 な 概 念 は 、 固 定 手 段 を 破 砕 ハ ン マ の 構 造 に 一 体 化 し て い る こ
と に あ る 。 固 定 手 段 を 衝 撃 装 置 の 本 体 に 、 ま た は 衝 撃 装 置 の 周 囲 の 保 護 ケ ー シ ン グ に 形 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 の 本 質 的 な 概 念 は 、 破 砕 ハ ン マ を 別 個 の 固 定 要 素 で 作 業 機 へ 固 定 す る
こ と に あ る 。 固 定 要 素 は 、 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 へ 固 定 す る 少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定 手 段
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 の 本 質 的 な 概 念 は 、 破 砕 ハ ン マ を 、 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機 へ 固 定 す る 固
定 要 素 を 装 備 し た ２ つ の 側 板 間 に 配 設 し て い る こ と に あ る 。 側 板 は 、 破 砕 ハ ン マ を 作 業 機
へ 固 定 す る 少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定 要 素 を 有 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 添 付 図 面 に よ り 本 発 明 を 、 よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 破 砕 ハ ン マ １ が 掘
削 機 ２ の ブ ー ム ３ の 自 由 端 部 に 配 設 さ れ て い る 。 破 砕 ハ ン マ １ を 、 ど の よ う な 可 動 作 業 機
へ も 、 ま た は 、 た と え ば 固 定 さ れ た プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 据 え 付 け ら れ て い る ブ ー ム へ 配 設
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す る こ と が で き る 。 破 砕 ハ ン マ １ は 、 衝 撃 パ ル ス を 生 成 す る 衝 撃 装 置 ４ を 有 し て い る 。 衝
撃 装 置 ４ が 、 破 砕 ハ ン マ １ へ 連 結 さ れ た 工 具 ６ を 打 撃 す る よ う に 、 破 砕 ハ ン マ １ は ブ ー ム
３ に よ っ て 、 破 砕 す べ き 材 料 ５ に 対 し て 押 し 付 け ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 破 砕 す べ き 材 料
５ へ 衝 撃 を 伝 達 す る 。 破 砕 ハ ン マ １ の 衝 撃 装 置 ４ を 液 圧 式 に す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ
て 衝 撃 装 置 ４ を 削 岩 機 ２ の 液 圧 系 統 へ 接 続 す る こ と が で き る 。 衝 撃 装 置 ４ を さ ら に 、 電 気
式 な ど の 他 の 種 類 の も の に す る こ と が で き る 。 衝 撃 パ ル ス を 、 往 復 衝 撃 ピ ス ト ン に よ る 以
外 の 方 法 で 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 破 砕 ハ ン マ １ は 固 定 要 素 ７ を 含 み 、 そ れ に よ っ て 自 身 を ブ ー ム ３ の 最 先 端 部 へ 固 定 す る
こ と が で き る 。 固 定 要 素 ７ を 破 砕 ハ ン マ １ の 側 面 ８ も し く は 上 端 部 ９ へ 配 設 す る こ と が で
き る 。 固 定 要 素 ７ を 破 砕 ハ ン マ １ の 一 体 化 部 分 に す る こ と が で き 、 ま た は こ れ を 別 個 の 部
品 に し て 、 破 砕 ハ ン マ １ を 取 り 囲 ん で い る 保 護 ケ ー シ ン グ へ 、 あ る い は 破 砕 ハ ン マ の 本 体
へ 固 定 す る こ と が で き る 。 破 砕 ハ ン マ １ を ブ ー ム ３ に 対 し て 回 転 可 能 に 配 設 す る こ と が で
き る 。 破 砕 ハ ン マ １ を 方 向 Ａ に 回 転 さ せ る た め に 、 ブ ー ム は 、 液 圧 式 シ リ ン ダ 、 ま た は 同
様 の ア ク チ ュ エ ー タ な ど の 回 転 装 置 10を 有 す る こ と が で き 、 回 転 装 置 10は 、 回 転 用 ピ ン も
し く は 同 様 な も の で 固 定 要 素 ７ へ 連 結 可 能 で あ る 。 ブ ー ム ３ の 最 先 端 部 を さ ら に 固 定 要 素
へ 、 た と え ば 連 結 ピ ン 12に よ っ て 連 結 す る こ と が で き る 。 こ の 連 結 ピ ン 12を 関 節 と し て 働
か せ る こ と が で き 、 こ の 周 囲 に 破 砕 ハ ン マ を 周 回 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 示 す 破 砕 ハ ン マ １ は 細 長 い 部 品 を 有 し 、 細 長 い 部 品 は 上 端 部 13と 、 底 端 部 14、 す
な わ ち 工 具 ６ 側 の 端 部 を 有 す る 。 破 砕 ハ ン マ １ は そ の 上 端 部 13で ブ ー ム ３ も し く は 同 様 な
も の へ 固 定 さ れ る 。 破 砕 ハ ン マ １ を 別 個 の 固 定 要 素 15に よ っ て 固 定 す る こ と が で き る 。 固
定 要 素 15が 、 破 砕 ハ ン マ １ の 上 端 部 13に お い て フ ラ ン ジ 17も し く は 同 様 な 表 面 へ 、 固 定 ボ
ル ト 18も し く は 同 様 な も の に よ っ て 連 結 可 能 な フ ラ ン ジ 16を 有 す る こ と が で き る 。 固 定 要
素 15を さ ら に 破 砕 ハ ン マ １ へ 、 他 の 方 法 で 固 定 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 固 定 要 素 15を
、 破 砕 ハ ン マ １ の 上 端 部 13の 表 面 で は な く 、 破 砕 ハ ン マ １ の 側 面 ８ の 取 付 面 へ 固 定 す る こ
と が で き る 。 固 定 ボ ル ト 18で は な く 、 適 切 な 迅 速 連 結 用 要 素 、 ピ ン 類 、 も し く は 他 の 方 法
に よ っ て 固 定 す る こ と が で き る 。 固 定 要 素 15は 、 第 １ の 突 出 部 19お よ び 第 ２ の 突 出 部 20を
有 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ ら を 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 設 し て 、 突 出 部 19、 20間 に 開 放
空 間 21が あ る よ う に す る 。 突 出 部 19、 20の 上 部 が 、 固 定 フ ラ ン ジ 23を た と え ば 固 定 ボ ル ト
24に よ っ て 固 定 す る た め の 平 面 22を 有 す る こ と が で き る 。 ブ ー ム 、 も し く は こ れ に 取 り 付
け た 固 定 部 に 対 し て 固 定 フ ラ ン ジ を 設 け る こ と が で き る 。 固 定 ボ ル ト 24で は な く 、 適 切 な
迅 速 連 結 要 素 、 ピ ン ま た は 同 様 な も の を 用 い る こ と も で き る 。 さ ら に 突 出 部 19、 20は 、 ブ
ー ム ３ を 固 定 す る た め の 横 開 口 部 25を 有 し て い る 。 固 定 要 素 15は 、 こ の よ う に 自 身 を ブ ー
ム ３ へ 固 定 す る た め の 平 面 22お よ び 横 開 口 部 25を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 固 定 要 素 15は ２
つ の 代 替 固 定 シ ス テ ム を 装 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ の 破 砕 ハ ン マ １ を 方 向 Ｃ か ら 見 た も の を 示 す 。 固 定 要 素 15の 突 出 部 19、 20
が ２ つ 以 上 の 横 開 口 部 を 有 し て い る 。 フ ラ ン ジ 取 付 け の 代 替 手 段 で あ る ピ ン 取 付 け を 用 い
る 場 合 に は 、 連 結 ピ ン 12を 第 １ の 開 口 部 25へ 押 し 込 む こ と が で き る 。 さ ら に 、 回 転 ピ ン 11
を 第 ２ の 横 開 口 部 26ま た は 27の 中 へ 配 設 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 開 口 部 26、 27を １ つ 以
上 設 け る こ と が で き 、 こ れ ら を 互 い に 同 じ 高 さ に 、 も し く は 異 な る 高 さ に 配 設 す る こ と が
で き る 。 回 転 ピ ン 11を 第 ２ の 開 口 部 26、 27の う ち の １ つ へ 連 結 す る こ と に よ っ て 、 回 転 装
置 10を 用 い て い る 場 合 は 、 破 砕 ハ ン マ １ の 位 置 や 、 そ の 位 置 の 動 き 方 に 影 響 を 及 ぼ す こ と
が で き る 。 ピ ン 12は 支 点 と し て 作 用 す る こ と が で き る 。 必 要 な 場 合 、 連 結 ピ ン 12の た め に
、 複 数 の 第 １ の 開 口 部 25を 固 定 要 素 15に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ は さ ら に 、 一 点 鎖 線 28で 示 す 保 護 ケ ー シ ン グ も し く は 保 護 体 で 衝 撃 装 置
４ を 取 り 囲 む こ と が で き る こ と を 示 す 。 図 ２ に お い て 、 衝 撃 装 置 ４ を 保 護 ケ ー シ ン グ も し
く は 保 護 体 か ら 、 破 砕 ハ ン マ １ の 底 端 部 14の 底 部 カ バ ー 部 品 29を 開 け て 取 り 出 す こ と が で
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き る 。 図 ３ に お い て 、 衝 撃 装 置 ４ を 保 護 ケ ー シ ン グ も し く は 保 護 体 か ら 、 固 定 要 素 15を 解
放 し て 取 り 出 す こ と が で き 、 固 定 要 素 15は 、 こ の 場 合 、 破 砕 ハ ン マ １ の 上 端 部 13の 上 部 カ
バ ー 部 品 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 固 定 要 素 15の 斜 視 図 で あ る 。 固 定 要 素 15は 第 １ の 突 出 部 19お よ び 第 ２ の 突 出 部
20を 有 し 、 こ れ ら を 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 し 、 そ れ に よ っ て 固 定 要 素 15を 分 岐 構 造 に す る
こ と が で き る 。 突 出 部 19、 20の 最 も 外 側 の 部 分 に は 平 面 22が あ り 、 こ れ ら に 対 し て 、 ブ ー
ム ３ の フ ラ ン ジ 23を 配 設 す る こ と が で き る 。 突 出 部 19、 20が さ ら に 固 定 ボ ル ト 24用 も し く
は 固 定 ピ ン 用 の 開 口 部 を １ つ 以 上 有 す る こ と が で き る 。 固 定 要 素 15は さ ら に 、 フ ラ ン ジ 16
お よ び 平 面 32を 備 え た 本 体 31を 有 す る こ と が で き 、 こ れ に 対 し て 破 砕 ハ ン マ １ の 上 端 部 13
を 配 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 固 定 要 素 15の 突 出 部 19、 20に 横 開 口 部 25、 26お よ び 27を
設 け る こ と が で き 、 固 定 要 素 15が 、 フ ラ ン ジ 取 付 け の 代 替 手 段 で あ る ピ ン 取 付 け も で き る
よ う に し て い る 。 フ ラ ン ジ 19、 20は 、 開 口 部 25、 26お よ び 27に 補 強 材 を 有 し て 、 ピ ン 取 付
け が 確 実 に な る よ う に す る と と も に 、 ピ ン と 開 口 部 と の 間 に 十 分 な 保 持 面 を 設 け る よ う に
す る こ と が で き る 。 突 出 部 19、 20の 間 に 開 放 空 間 21を 残 し て 、 ピ ン 取 付 け 用 突 出 部 19、 20
の 間 に ブ ー ム ３ の 端 部 を 配 す る こ と が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ に 示 す 実 施 例 は 別 個 の 固 定 要 素 15を 有 し て い な い が 、 固 定 要 素 ７ が 保 護 ケ ー シ ン グ
も し く は 保 護 体 の 構 造 へ 一 体 化 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 突 出 部 19、 20は 、 保 護 ケ ー シ ン
グ も し く は 保 護 体 の 上 部 13に お い て 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 設 さ れ て い る 。 図 ５ に お い て 破
砕 ハ ン マ １ は 、 フ ラ ン ジ 取 付 け に よ っ て ブ ー ム ３ へ 、 も し く は ブ ー ム ３ の 固 定 部 へ 固 定 さ
れ る 。 図 ６ に お い て 、 図 ５ の 破 砕 ハ ン マ １ は ピ ン 取 付 け に よ っ て ブ ー ム ３ へ 固 定 さ れ る 。
ブ ー ム ３ の 端 部 に は 固 定 部 33が あ っ て 、 こ れ は 開 口 部 を 有 す る こ と が で き る 。 固 定 要 素 ７
の 第 １ の 開 口 部 25と ブ ー ム ３ の 固 定 部 33の 開 口 部 と が 一 致 す る よ う に 、 固 定 部 33は 破 砕 ハ
ン マ １ の 上 部 13の 開 放 空 間 21へ 押 し 込 ま れ 、 そ の 後 に 連 結 ピ ン が こ れ ら の 開 口 部 へ 押 し 通
さ れ 、 ブ ー ム ３ の 端 部 と 破 砕 ハ ン マ １ と を 結 合 す る 。 ブ ー ム ３ の 端 部 に さ ら に 回 転 装 置 を
設 け て 、 こ れ に 属 す る 連 結 用 ヘ ッ ド 34を 上 記 開 放 空 間 内 に 配 設 し て 、 連 結 用 ヘ ッ ド 34の 開
口 部 が 第 ２ の 開 口 部 26、 27、 35、 36の う ち の １ つ と 一 致 す る よ う に す る こ と が で き 、 回 転
ピ ン 11を こ れ ら の 開 口 部 を 介 し て 配 設 す る こ と が で き る 。 図 ６ で 分 か る よ う に 、 第 ２ の 開
口 部 26、 27、 35、 36を 少 な く と も ２ つ の 異 な る 高 さ に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ お よ び ８ に 示 す 実 施 例 に お い て 、 破 砕 ハ ン マ １ は 第 １ の 側 板 37と 第 ２ の 側 板 38と の
間 に 配 設 さ れ て い る 。 側 板 37、 38を ボ ル ト 39、 ピ ン も し く は 同 様 の も の で 衝 撃 装 置 ４ の 本
体 の 両 側 に 対 し て 、 ま た は そ の 代 わ り と し て 保 護 ケ ー シ ン グ の 両 側 に 対 し て 直 接 固 定 す る
こ と が で き る 。 側 板 37、 38は 、 破 砕 ハ ン マ １ の 構 造 を 使 用 中 の 損 傷 か ら 保 護 で き る 。 さ ら
に 、 側 板 37、 38の 上 部 に は 本 発 明 の 突 出 部 19、 20と 、 破 砕 ハ ン マ １ を ブ ー ム ３ へ 固 定 す る
少 な く と も ２ つ の 代 替 固 定 シ ス テ ム と を 配 す る こ と が で き る 。 側 板 37、 38に は 平 面 22を 装
備 し て 、 図 ７ に 示 す フ ラ ン ジ 取 付 け を 可 能 に す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 側 板 37、 38に は
開 口 部 25お よ び 27を 装 備 し て 、 図 ８ に 示 す ピ ン 取 付 け を 可 能 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 と く に 言 及 す る 必 要 が あ る の は 、 場 合 に よ っ て は 、 別 個 の 固 定 要 素 15を 図 １ に 示 す よ う
に 破 砕 ハ ン マ １ の 側 面 へ 連 結 す る こ と が で き る こ と で あ る 。 こ の た め に 、 破 砕 ハ ン マ の 本
体 も し く は 保 護 ケ ー シ ン グ の 上 部 13の 側 面 に は 固 定 点 41を 置 く こ と が で き る 。 他 方 、 固 定
点 41に は 本 発 明 の 固 定 要 素 ７ を 装 備 す る こ と が で き 、 そ の 場 合 、 別 個 の 固 定 要 素 15は 必 要
な い 。 複 数 の 側 面 に 固 定 点 41を 置 き 、 そ れ に よ っ て 破 砕 ハ ン マ １ を さ ま ざ ま な 方 法 で 固 定
す る こ と が で き る 。 固 定 点 41に さ ま ざ ま な 固 定 シ ス テ ム を 装 備 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 破 砕 ハ ン マ １ を 固 定 す る 場 合 、 本 願 に 示 す 方 式 の さ ま ざ ま な 組 合 せ を 適 用 す る こ と も で
き る 。 さ ら に 破 砕 ハ ン マ １ を 、 ブ ー ム ３ で は な く 、 作 業 機 の い ず れ の 突 出 部 、 固 定 部 、 も
し く は 取 付 け 面 へ も 固 定 す る こ と が で き る こ と を 記 し て お く 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 場 合 に よ っ て は 、 図 ４ に 示 す 固 定 要 素 15は 、 フ ラ ン ジ 取 付 け 用 の １ つ の 平 面 22ば か り で
な く 、 複 数 の 平 面 を 含 ん で も よ い 。 し た が っ て 、 突 出 部 19、 20の 端 面 40を た と え ば 、 フ ラ
ン ジ 取 付 け に 適 し た 平 面 と し て 機 械 加 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 破 砕 ハ ン マ に 対 し て は 、 上 述 の も の 以 外 の 他 の 種 類 の 代 替 固 定 手 段 を 配 設 す る
こ と も で き る 。 し た が っ て 、 フ ラ ン ジ 取 付 け も し く は ピ ン 取 付 け を 適 用 す る 必 要 が な く 、
迅 速 連 結 要 素 、 バ イ オ ネ ッ ト 取 付 け 、 形 固 定 、 も し く は 他 の 固 定 方 式 を 破 砕 装 置 と 作 業 機
と の 間 に 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 面 お よ び 関 連 す る 説 明 は 、 本 発 明 の 概 念 を 説 明 す る こ と の み を 意 図 し た も の で あ る 。
本 発 明 を 特 許 請 求 の 範 囲 内 で 詳 細 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 掘 削 機 の ブ ー ム に 配 設 し た 破 砕 ハ ン マ の 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 別 個 の 固 定 要 素 に よ っ て ブ ー ム へ 固 定 し た 本 発 明 の 破 砕 ハ ン マ を 、 方 向
Ｂ か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す 破 砕 ハ ン マ を 方 向 Ｃ か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 固 定 要 素 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 保 護 ケ ー シ ン グ も し く は 保 護 体 に 形 成 さ れ た 本 発 明 の 固 定 要 素 を 装 備 し
た 破 砕 ハ ン マ を 、 方 向 Ｂ か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ５ に 示 す 破 砕 ハ ン マ を 方 向 Ｃ か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 固 定 要 素 を 装 備 し た 側 板 を 有 す る 破 砕 ハ ン マ を 、 方 向 Ｂ か ら 見
た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ７ に 示 す 破 砕 ハ ン マ を 方 向 Ｃ か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 破 砕 ハ ン マ
　 ２ 　 作 業 機
　 ３ 　 ブ ー ム
　 ４ 　 衝 撃 装 置
　 7,15　 代 替 固 定 手 段
　 10　 回 転 装 置
　 11　 回 転 ピ ン
　 12　 連 結 ピ ン
　 13　 破 砕 ハ ン マ の 上 部
　 14　 破 砕 ハ ン マ の 底 部
　 16,23　 フ ラ ン ジ
　 19,20　 突 出 部
　 21　 開 放 空 間
　 22,32　 平 面
　 25,26,27,35,36　 開 口 部
　 31　 本 体
　 37,38　 側 板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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